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で
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四
五
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が
自
覺
乜
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る
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ス
キ
ン
の
生
鹿
^
4-
み
出
せ
る
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のW

し
て
特
筆
せ
ら
る
可
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は
興
論
^
含
所
で
わ
ら
、ブ
。
併
し一

八
四U1M

の
著
作
の
繼
臧
か
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上
，、
述
べ
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る
が
如
く
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解
彳
る
|1
.
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か
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ー
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四
四
年
三
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宛
の
手
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文
け
^
以
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計
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>
1
:
1
:
品
？
，5
に
於
け
る
11
1
要
な
る
部
分
を
な
す
も
の
は
徙 

免
に
：關
す
る
規
定
並
に
®

銀
公
定
に
關
す
る
規
定
で
あ

該
條
令
に
於
け
る
徒
弟
規
定
の
目
的
e
す
る
所
は
 ヽ

;:
■
靑
少
年
者
が
適
當
に
訓
練
：せ
ら
れ
、
諸
產
業
に
對
す
る 

「

少
年
職
工
の
供
給
過
多
を
防
ぎ
、
屉
主
に
對
す
る
適
當 

-
な
る
勞
働
の
做
給
を
得
.、
且
つ
一
階
級
よ
り
他
階
級
へ 

一
Q
自
由
な
る

移
動
を
防
止
す
る
に
よ
つ
て
®

存
の
Ml
:
會 

i

的
分
岐
を
維
持
せ
ん
'を
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

I 

.
:

I

;::

第
一
に
、
總
ベ
て
の
：

H
,

匠
は
都
鄙
を
問
は
f

H
規
の 

I

徒
弟
修
業
を
な
す
ベ
く
、
其
期
間
を
最
短
七
®
ヰ
ビ
な 

し
れ
る
乙
ビ
は
當
時
多
く
の
地
に
於
て
行
は
れ
居
た
る 

修
業
期
間
を
延
長
す
る
こV

J

大
な
る
も
の
で
あ
つ
た》

■■
:此
條
令
以
後
、
田
舍
に
於
け
る
H

E
は
最
单
、
都
市
エ 

匠
よ
り
も
短
期
間
に
修
業
せ
し
む
る
こ
ビ
不
可
能
t
な 

り
、
：
都
市
エ
1£
の
受
け
，れ
る
不
利
益
を
排
除
せ
.
ん
皮
し 

た
。
命
同
規
定
は
都
鄙
に
よ
り
少
年
に
對
す
る
職
業
選 

:

擇
の
規
定
を
含
む
。
如
へ
自
治
都
市
に
往
0
ど
"
自
治 

.

權
な
き
市
場
地
に
住
む
ヒ
或
は
又
田
舍
に
住
む
ミ
に
山

り
、
及
其
父
ゆ
：の
職
翁
的
及
財
產
的
資
格
：に
ri
l
り
て
子 

弟
の
職
業
選
擇
の
自
_
&;
拘
束
^

、
'以
て
當
時
都
鄙
の 

利
#

の
相
容
れ
ざ

り
し
黜
を
緩
和
せ
ん
^

す
る
ノ 

0
6 

少
年
が
農
事
に
徒
弟
て
ゆ
り
、
，或
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*
冶

エ

以

下

、
，
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家
用
織
物
織
(£
等
に
至
る
：£
舍
生
活
に
必
要
な
る
職
に 

徒
弟
れ
な
こ
€
は
自
1(
1
な
タ
^
せ
ら
れ
た
。
加
之
、
少 

年
が
當
時
現
存
せ
し
職
業
を
營
む
に
ば
必
す
七
年
間
の 

-

徒
弟
修
業
を
必
要
^
'
^
^
,
せ
|る
_こ
も
は
同
.じ
く
職
業
轉
：
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す
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に
到
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に
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て
常
に
增
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せ
る
識
法
制
の
因
的
ご
せ
る
所
€
同
わ
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1

舍
に
於
け
る
エ
業
に
對
し
て
都
市
エ
業
を
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戰
せ
ん 

ど
す
る
の
盘
を
認
め
る
事
が
出
來
る
？
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も
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異
り
て
、
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市
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の
廣
大
ホ
る
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て
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產
組
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の
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度
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r
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に
於
て
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都 

.I
T

(city, 

b
o
s
u
g
h
、
t:04n col-oorate 

or 
marcket

I
t
o
w
n
)

外
に
住
1?
織
[£
は

同

時

に
 一

I

人
以
上
の
徒
弟
を 

有
す
べ
か
ら
す」

t
せ
ら
れ
た
る
に
、
此
徒
弟
條
令
に 

於
て
は
、
織
物
關
係
の
諸
業
並
に
靴
匝
の
職
を
營
ひ
も
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對
し
て
は
、
徒
弟
の
數
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職
入
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数
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割
合
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傭
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何
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の
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限
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も
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て
居
な
い
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應
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す
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の
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な
ら
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を
期
し
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ぁ
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而
も
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に
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せ
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く
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の
大
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業
に
於 
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で
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的
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を
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に
ょ
る
.

)

,
徙
弟
规
定
の
實
施
に
於
て
、
ク
ラ
フ
ト
組
織
の
嚴
存 

す
る
所
に
て
は
實
行
し
#
、
之
に
ょ
り
て
競
爭
を
防
止 

じ
#

ベ
し
ヾ
し
雖
も
、
ク
ラ
フ

ト
組
織
の
衰
微
し
つ
、
あ 

る
地
及
#
在
せ
ざ
る
地
方
：に
於
て
は
之
を
實
施
せ
ん
は 

決
し
て
容
易
な
る
こ
>£
で
は
な
か
つ
た
。
例
令
徒
弟
法 

.に
定
，む
る
七
ヶ
年
の
徒
弟
修
業
期
間
を
遵
奉
せ
し
む
る 

に
は
，
晚
殊
の
檄
督
機
關
の
存
在
を
必
要
ビ
す
べ
き
も 

の
で
あ
つ

た
°
之
が
缺
陷
ポ
々
生
す
る
所
の
不
滿
の
聲 

は
該
條
令
發
布
後
屢
々
聞
か
る
る
所
で
'あ
つ
た
。
.該
條

令
發
布
後
"
十
年
を
經
た
る
一
六
セ
こ
年
に
於
て
該
條 

令
施
行
に
關
し
て
な
さ
れ
た
る
ff
i

a
に
ょ
h
fi
i
の
如
き 

2I
T
情
を
窺
ふ
こ
^
!が
出
來
る
0

即
日
く
： Statute 

of Artificers

に
定
め
ら
れ
た
る 

規
定
特
に
徒
弟
に
關
す
る
規
定
は
•、
既
に
從
來
ょ
り
又 

現
に
今
日
.

C 

H

ハ
七
ニ
年)

に
於
て
も
"
卑
劣
な
る
®
人 

等
の
巧
妙
な
る
企
ら
み
^
、
旦
つ
又
赝
虫
侧
に
於
け
る 

.不
秧
序
な
る
^
爲
に
ょ
6
て
，
單
に
間
却
せ
ら
れ
©
る 

の
み
な
ら
ず
、
又
故
意
に
違
反
.せ
ら
れ
"
現
に
益
々
空 

文
、
無
效
の
も
の
>?
:
看
做
^
る
る
に
到
ら
ん
€
し
て
居 

る
。
且
つ
こ
は
、
現
に
阈
內
に
充
滿
し
つ
、
あ
る
多
數 

W
無
勞
の
徒
め
る
、主
因
或
はS

:一
 ：

の
原
因
で
あ
る
。
依 

て
速
か
に
手
段
を
講
ず
る
こ
^
な
く
ば
、
益
々
無
勞
、 

無

賴

-0
徒
を
增
加
せ
し
め
且
つ
之
を
雜
持
す
る
手
段
た

る
{:
終
る
で
あ
ら
ぅ
ざ
.:
0

:

.

.

.第
一
に
、該
倏
令
の
親
定
の
罰
則
あ
る
に
も
係
ら
す
、 

夺
画
を
姐
じ
て
農
業
初
め
各
職
に
雇
俯
せ
ら
る
、
各
種

の
旅
人
は
、：
擅
に
契
約
期
間
の
滿
了 
則̂
に
>
.
.
«
主
J
り
. 

偷
み
て
突
然
逃
亡
し
、
或
は
，H

B
の
過
失
を
叱
貴
せ
ら
 

る
る
を
不
快
ビ
L

'
Jf
主
e
餅
，ひ
て
何
等
、
修
業
證
明 

書

(certificate 

or 

testimonial)

を
得
ず
し
て
奔
然
、

雇
ま
を
去
り
#

!!
]
]齊
を
僞
造
し
或
は
僞
造
せ
し
め
、僞 

造
修
業
證
明
書
を
持
ち
^
他
の
：州
に
入
り
、
成
は
他
の 

敎
路
に
移
り
て
靡
傭
せ
ら
れ
气

Tf
l
Jし
て
M
人
等
が
斯 

く
.不
狹
序
に
雇
主
を
敢
て
虫
る
眞
の
照
因
は
，
該
條
令 

に
依
れ
ば
、
修
業
證
明
書
の
作
成
"
調
，印
"
交
附
に
就 

て
何
等
.の
規
定
な
き
•か
た
め
で
あ
る
。
修
業
證
明
書
は 

W
生
或
一
家
中
の
者
が
書
き
て
交
附
し
、
僧
侶
或
は
官 

斑
の
立
俞
な
き
が
故
に
、’
«
人
等
を
し
て
證
明
德
を
® 

視
ぜ
し
む
る
に
足
ら
す
、
容
易
に
之
を
傭
造
し
将
る
。

い
假
令
、：

正
規
の
手
績
に
ょ
り
®

主
ょ
.り
厢
人
に
交
附

せ 

ら
れ
れ
ヶ〜

も
せ
ょ
、
同
州
^
去
b
て
他
の
州
に
入
る 

に
於
.て
：は
、誑
明
書
に
記
さ

れ

.た
る
®

主

の

記

*
"
姓

名 

t
知
る
者
は
千
人
中
の
一
に
も
足
ら
な
い
の
で
あ
る
0

笫

十

七

怨
雜
錄
チ
ェ
ー
ド
少
、

'ス
. _

:
第
.

1

一
に
、：
同
じ
く
又
、
之
等
の
修
業
®
明
書
を
提
示
，
 

せ
ざ
る
屜
人
を
雇
傭
す
ベ
か
ら
ず
ど
の
规
定
を
犯
す
を 

知
6
な
が
ら
、「

必
要
な
る
が
®
に
、
，
證
明
書
を
有
せ
.ざ 

る
渚
を
雇
傭
す
る
者
あ
る
は
明
で
あ
る
。
而
も
雇
主
に 

ン
ビ
り
て
は
©
0|
-
)
書

に

記

さ

れ

た

る

氏

名

を

知

る

こ

^
-

な 

く
、
其
地
も
亦
遠
隔
^
り
^
す
れ
ば
、
眞
否
を
知
る
は 

::
:
到
底
困
雛
に
し
て
、
寧
ろ
簡
易
の
故
を
以
て
、
蹬
IJ
J
-
i書 

な
き
者
を
艏
傭
し
>
'正
直
な
る
.屉
人
は
往
々
に

し

て

長 

.1 

く
職
を
得
ざ
る 
>

」

-d
が
め
る
o
又
雇
主
は
最
も
其
1/
努 

を
要
す
る
場
合
K
兩
方
面
ょ
ぅ
欺
か
る
る
の
で
あ
る
。

何
故
、
該
條
令
，か
斯
る
弊
■害
に
：ょ
り
て
行
は
れ
ざ
る： 

に
到
b

し
か
の
原
因
は
、
何
人
も
之
が
矯
正
を
企
つ
る 

\

苦
痛
？
困
雛
ど
费
用
に
値
す
る
利
益
を
受
け
得
な
い
か 

ら
で
あ
る
。
之
を
全
國
を
通
じ
て
行
は
ん
は
極
め
て
雛 

事
に
し
て
加
ふ
る
に
極
め
て
費
用
を
多
く
要
す
る
YI

;

 

な
の
で
あ
る
。

茲
に
於
て
之
が
對
策V

し
て
、
.全
國
各
州
各
敎
區
に
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對
し
>
國
家
の
み
の
费
用vj

負
擔
皮
に
於
て
”

一
定
規 

{疋
の
證
明
書
を
發
行
し
、
各
證
明
tt
に
就
き
一
I
tの
報 

刚
^
し
て
徵
收
す
る
こV」

、
.し

:"
^
一

11®

條
を
本
議
會 

に
於
て
該
條
令
に
附
加
せ
.ん
己
せ
が
提
議
'せ
ら
れ
た
。
 

即
修
業
證
明
書
は
政
府
に
ょ
ヶ
作
成
交
附
す
る

_
®
の 

も
の
た
る
ベ
S
こ
ど
、
舊
修
業
說
明
書
を
所
持
す
る
者 

は
所
足
の
官
臾
に
提
出
す
ベ
き
こ
;̂
、
及
：

1

走
期
日
後
> 

:

該
修
業
證
明
書
の
無
效
疗
るV

き
こw

等
に
關
す
る
規 

定
で
あ
シ
。
 

ヾ
 

右

に

rf
B
せ
る
如
ぐ
？
假
令
徒
弟
卬
期
七
华
間
の
規
足 

は
全
國
に：

徒
弟
雄
期
延
長
の
習
慣
を
普
及
せ
し
む
る
傾 

き
あ
る
に
:̂
;
せ
ょ
、
傲
に
之
が
實
施
を
行
は
ん
に
は
極 

め
て
大
な
る
周
雛
が
あ
つ
长
。
一
一
跟
にg

市
の
み
に
限
ら 

れ
す
し
て
廣
く
田
舍
に
X

K
が
酵
b
つ
：\
あ
る
織
物
關 

係
の
■
寒
、殊
に
英
刷
®
部
、來
部
地
方
の
資
本
主
義
的
. 

利
益
の
强
ぐ
行
は
る
る
方
而
に
於
て
斯
る
困
難
は
殊
に 

大
な
る
も
の
が
あ
る
。
然
る
に
一
六
七
ニ
华
に
於
げ
る

提
議
が
國
王
に
よ
り
て
許
さ
れ
た
る
の
•瞪
兹
を
遂
に
發 

見
し
な
い
の
で
あ
る
"(

H
e
w
i
n
s

 

: 

EngHsli 

Trade 

a
n
d
?
n
a
n
c
e

 

で
.
8
0
, Bland : 

wnglisll 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

| 

History 

V 

3
3
3
,6
.)

き

' 

八

I 

Statute 

of A
a
f
T
c
e
f
s

の
中
、
特
に
賃
銀
公
窀
に
關 

—
し
て
工
ジ
ナ
ベ
ス
朝
の

i

#
が
據
れ
る
所

©
も
の 

一
は

、Black 

D
e
a
t
h

よ
& H

ゾ
ザ
べ
ス
朝
に
到
る
ま
で 

j

Mi
の
.0
に
於
て
勞
働
者
に
關
す
る
最
も
重
要
2
る
法
制
化 

\ 

る
一
1ー1
A九
年
の
法
令(

L
a
b
o
u
r

 

Legislation, 

j 3 

Richard 

I

s
一
 

四
四
五
年
，
一
四
九
六
华
、
一
五
一
四 

\

/-
キ
に
W
制
®
せ
ら
れ
た
る
所
に
.よ
レ
國
家
の
賃
龈
決

 ̂

に
干
與
す
る
の
問
題
に
就
て
の
經
驗
に
照
し
、

一
部
を 

，
保
存
し
一
部
を
改
善
し
、
.且
つ
又
諸
郡
市
に
於
て
行
は 

れ
た
る
經
驗
に
:«
つ
た
0
で
あ
る
。
即
、
該
條
令
は
"
從 

:
來
特
殊
の
職
業
、
特
殊
の
地
方
及
特
殊
の
問
題
^
つ
ぃ 

て
，擻

世

紀

間

行

は

.
れ
居
た
る
諸
觀
念
を
收
め
て
、
軍
一

の
法
の
卞
に
"

屜
主
"

：躍
人
間
の
契
約
に
關
す
る
：總
ベ 

て
の
.
生
要
諸
關
係
を
律
ぜ
ん
€

す
る
^

*

に
、
從
來
、
 

«

銀
決
宠
に
於
て
治
安
^

事
の
«

斷

を

拘

«

し

た

り

し 

法

定

最

高

额

を

廢

丘

：
し
：、

:

斯

く

し

て

治

安

判

事

を

し

て 

自
以
に
:$
^

銀
率
を
上
_卜
1
 

’：.

:

決
定
す
る
を
可
能
な
ら
し 

め
た
の
.で
あ
る
。

而
し
て
、
該
條
令
の
賃
銀
に
關
す
る
規
定
の
施
行
に 

關
す
る
問
®
>■'即

、

如

何

な

る

程

度

に

.專

治

安

判

事
 

U

一
 

五
六
ニ
¥

の
條
吩
に
.ょ
ぅ
て
課
せ
ら
れ
た
.る
>
年 

—_
*
.同
賃
銀
を
評
價
決
定
す
^
の
義
務
を
盡
し
た
b

p
に
.: 

:

就
い
て
、
先
づ
H
a
l
e
y
:

敎
授
の
.硏
究
に
ょ
6
賃
银
公 

定
の
行
は
れ
た
る
こ
ど
の
現
在
明
な
る
も
の
を
示
せ
ば 

左
の
如
し
。
 

.

痛

p
i

s
l

f
i

w

一
 I

f

謹

讀

_

_

讓
3

-0
9

I
g
s
g
l
u
g
s
g
g

窈
 

g70
0
:
3
l 
認
 S

 

'

(

右
の
中
に
は
_
|:
行
は
れ
，思
れ
る
公
淀
實
銀
の
诃
公
布
1
も
合
む) 

:笫
十
七
怨(

九
パ
七)

_

錄

チ

T

ド
ル
、
ス
チ

90

尙
同
敎
授
は
地
方
別
に
よ
る
九
十
七
度
の
賃
銀
公
定 

-
-

を
表
示
し
た
れV」

も
茲
に
は
略
す
。(viertdjahrschrift 

i
u
r

C/
O
Z 一
 al 

e
nd 

Wirtschaftsgeschichte 

I'o
o,
. 

r
a
_
e
y

 : 

Assessment 

of 

W
a
g
e
s

 

in 

w
a
g
k
n
d

 
b
y

 
I- 

the 

Justices 

of peace, 

p. 

3 iS 

V

OJ
&
V6
.
參
城)

\ 

.
從

來

w
§
5-
s : 

C
u
n
n
i
n
g
h
a
m

の
兩
敎
授
、
或
は
觅 

j

に
以
前
に
ぁ
9
て

Thorold 

R
o
g
e
r
s

の
硏
究
せ
る
!#

_ | 

代
よ
り
、
治
安
刺
«

に

よ

：
る

賞

銀

制

定

の

資

料

^,
著

し 

ぐ

增

加

し

た

れ

^

も

ぃ

元

よ

ぅ

此

長

き

年

代

に

比

し

て
 

一
充
分
で
な
い
の
で
ぁ
る
。

4
叫
与
1
1
€
7
敎

授

に

よ

^

尤
、
 

Hewins, C
u
n
n
i
n
g
h
a
m

の

如

く

.
、
該

法

は

其

發

布

後

、
約
 

|

八
十
年
間
は
よ
く
實
施
せ
ら
れ
た
る
も
r
ス
.チ
ュ
ァ
丨
ト 

王
政
の
倒
鐵
に
よ
り
て
、
規
則
的
な
る
賃
銀
制
疋
を
消 

一
減
せ
し
め
た
b
ヾ

」

の
說
は
、
極
め
て
誇
張
た
る
の
觀
が 

あ
る
。
舊
制
度
の
崩
壊
に
よ
り
て
澈
ら
さ
れ
た
る
政
}兑 

の
變
化
が
-該
條
令
をH

タ
サ
べ
ス
時
代
及
ス
チ
ュ
7
丨
 

ト
朝
初
代
の
一一

王
の
治
世
ビ
同
じ
く
規
則
IE
し
く
行
は 

H

ア
1
,ト
兩
朝
：に
於
け
るH

.

颇

紐

第

六

率

I

盟

：.



れ
ざ
る
べ
し
マ
し
云
ふ
は
溃
經
論
に
跋
く
も
の
に
し
て
、

芯
干
の
修
JE
を

要

す

る

も

の

で

あ

る

..
0
;
右

に

記

せ

る

表
 

の
明
に
示
す
所
で
あ
る
。

且
つ
右
に
擧
げ
た
る「

地
方
別」

に
よ
る
九
十
七
度
の 

货
鈒
公
足
は
必
ず
し
も
治
安
判
事
の
決
定
全
部
を
示
す|

 

も
り
に
あ
ら
ざ
る
こ
ぞ
を
示
す
は
.
諸
公
文
書
.̂

に
？
多 

ー
»
の
質
鈒
公
矩
が
な
さ
れ
た
る
も
現
在
吾
人
の
得
る
所 

:

と
な
ら
ざ
る
こ
>£

を
示
す
章
句
の
存
在
せ
る
こ
.

ビ
、
及

\ 

四

季

裁

剑

3
€
5
5

〖

§

)

記
錄
に
よ
^

0

て
0)
]
か
な
一 

:

る
如
く
、
或
州
或
都
-T
f

i

に
て
は
雄
々
命
令
に
よ
り
て
現| 

游
の
：公
定
賃
銀
を
繼
績
す
る
習
慣
の
存
せ
し
こ
ど
に
し 

.
て
從
て
同
法
の
實
施
は
假
令
新
賃
鈒
制
定
が
な
さ
れ
ざ
. 

る
時
ど
雖
も
治
安
判
事
の
注
意
を
受
け
て
居
た
の
で
あ 

る
o

如
現
a：
你
殘
存
す
^
所
の
實
鈒
制
定
の
瞪
左
は
多 

:

數
の
消
滅
せ
る
も
の
の
中
よ
b

'w

で
れ
る
殘
物
な
の
で 

あ
る
ソ
從
て
^

銀
制
定
の
黯
左
が
現
^
せ
る
も
の
少
な 

:

き
を
以
て
該
條
令
が
空
文
に
終
れ
X

な
す
推
測
は
謬
.

つ
て
居
る
。
極
め
て
多
数
の
賃
銀
制
足
の
事
實
が
後
代 

に
其
跡
；を
殘
さ
す
し
て
悄
滅
し
て
思
る
の
で
あ
る
。
ff
u 

し
て
又
、
舊
賃
龈
率
を
屢
々
弭
公
布
せ
し
こ
マ」

は
必
す 

し
も
怠
慢
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
該
條
令
は
一 

時
的
な
る
物
價
の
變
動
に
賃
銀
を
適
應
せ
し
め
ん
が
た 

め
の
機
關
で
は
な
い
：
斯
く
の
如
き
は
市
場
の
支
配
、 

食
料
品
價
格
の
決
定
に
於
，て
な
す
べ
き
こ
ど
で
あ
つ 

れ
。
從
て
治
资
判
事
が
短
期
間
の
變
動
に
賃
銀
を
適
應 

せ
し
め
ざ
り
し
^
.て
も
必
ず
し
も
、
該
法
の
精
神
は
行 

ひ
得
ざ
6
し
も
の
ど
；は
^
へ
な
い
の
で
あ
石
x
H
a
w
n
e
y 

ibid p. 

330,7 

に
據
る)

而
し

てStatute 

of Artificers

に
ょ
れ
質
銀
制
定 

を
行
ふ
に
當
b
て
其
目
的
ざ
す
る
所
は
、
織
物
關
係
の
；
 

諸
業
に
對
す
る
迻
其
以
外
の
も
の
殊
に
農
業
に
，‘す
る 

ミ
に
ょ
り
て
甚
し
き
相
異
を
示
し
た
。

益
に
先
づ
織
物
業
以
外
の
諸
業
に
就
き
て
見
る
に
、
 

.之
等
に
關
す
る
限
6
に
於
て
'は
、
賃
龈
制
定
の
主
要
目

的
は
治
安
判
事
に
よ
ぅ
て
合
理
的
な
り
W

M
惟
せ
ら
れ 

た
る
率
よ
“
以
上
に
賃
雜
の
騰
貴
す
る
を
防
止
せ
ん
と 

す
る
に
';
*

る
0
即
最
商
貨
龈
の
決
定
に
あ
る
0
該
倐
令 

は
之
等
の
職
業
に
關
す
る
限
々
法
定
質
銀
率
よ
6
多
く 

.を
文
拂
办
、
又
は
受
収
々
た
る
者
を
削
す
れ
ご
6
、
少 

く

支

拂

，
ひ
：
、

少

な

く

受

収

り

た

る

者

を

削

す

る

こ

ど

は
 

深

い

。
：
耽

に

‘
記

せ

る

如

_
、
該
條
^

の
實
龈
规
足
は
前 

it
の
諸
法
沿
.の
防
足
最
高
«

に

代

ふ

る

に

微

.
準

法

^
以
/,
:
_ 

て
し
た
の
で
あ
る
。
其
年
^
の
貧
龈
獅
定
に
よ
な
、
飢 

猶
ノ
豐
：年
の
時
に
於
て
適
當
.の
.割
合
の
»

銀
を
被
傭
者
：
 

に
與
べ
ん
f

るm
i

的
を
達
し
得
た
も
の
で
め
る
く
云
；

へ
る
，

_你

傲

高

賃

銀

決

定

の

政

策

を

當

時

の

一

般

の

經 

»
的
>
:)]
1
1
#的

狀

態

よ

ろ̂

る

に

第

十

六

世

紀

の,[
1:
:
靜 

瓶
織
の 
一|
他

の

遊

本

的

市̂

は

則
糜
の
廣
況
な
る
分
配 

ど
、
.賃

姒

勞

慟

の

缺

乏

で

あ

る

。
勿

論

c
o
m
m
u
t
a
t
i
o
n

 

ctk
務
の
;1
|
幣

代
S

は

H

ソ

ザ

べ

ス

治
II
I
:前

に

完

成
. 

丨
、

厢
.侧

勞

働̂

ど

し

て

職

を0

ベ
9
も
の
多
數
に
乍 

竿

七

海(

A
六
九)

.
雜

錄

チ

T

f

ス
チ】

:
在
し
，
且
つ
第
十
五
世
紀
中
葉
以
來
の
農
業
革
命
が
霄 

.銀
を
得
て
生
則
を
立
つ
る
土
地
を
有
せ
ざ
る
t
K
v
-
W 

加
せ
し
め
た
b

e
は
雖
も
、
多
數
の
財
產
所
何
者
.

VJ

比 

へ
fe
A
ル
®
の
賞
銀
^
侧
者
ざ
の
均
衡
を
全
ぐ
變
化
せ
し 

む
る
に
は
足
b
な
か
つ
た
0
名
數
の
ん
民
が
織
物
業
に 

從
事
す
るEast A

n
g
K
a

其
他
の
地
方
を
除
け
ば
、

； 

j

家
が
全
然
其
生
計
を
.質
飯
勞
磡
Iに
依
賴
せ
る
が
如
き
は 

田
舍
に
於
て
は
寧
ろ
例
外
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
此
永 

j :

久
的
な
る
t
銀
勞
働
者
の
少
な
か
ひ
し
こ
と
は
持
に
農 

|

事

繁

忙

、
の

時

に

他

ょ

6

勞
働
を
得
る
の
必
耍
あ
り
、
於 

一
て
、

一
五
六
三
年
め
條
令
の
中
に
於
て
治
安
判
鄭
典
他 

\

の
有
^
を
し
て
、
穀
物
' 
乾
堪
の
收
榄
時
に
、
必
耍
に 

丨
應
じ
て
勞
働
に
適
す
る
總V

て
.の
.
H

K及
其
也
の
人
 々

を
徵
集
し
得
る
の
權
能
を
與
へ
た
る
所
以
で
あ
る
。
 

(

■

拙
摘
1 

W

A

1

I

織

物

S

以

外

の

I

に
於 

け

る

代

表

的

£
肢
は
、
賃
飯
勞
働
者
ビ
し
て

M

储

せ

ら 

る

る

者

次

第

に

增

加

し

つ

、

め

り

た

れ

V」

も

、

你

小

雙

ナ
ァ
ー
1
亦
朝
.に
於
け
る
エ

.樂

.政
策
'' 

笫
..

.一

ハ
號 

一
3
^
.



第
十
七
卷(

九
七
〇)

雜

錄

チ

,

V

丨
ド
ヤ
、
ス
チH 

ト
兩
朝
に
於
け
ネ
丁
-業
政
饿

方
工
匠
或
は
尚
作
農
で
ぁ
つ
た
。
質
龈
勞
働
者
れ
る
者 

は
斯
る
時
に
於
て
は
1

に
»
し
て
比
較
的
强
き
立
場 

に
あ
る
。
賃
銀
制
定
カ
，目
的
は
多
數
の
H

E
を
犠
牲
に

ら
ず
し
て
工
匠
の
.一
階
級
を
他
の
階
級
に
對
し
て
保
護 

す
る

t
で
あ
る
。
從
て
該
制
度
は
賃
鈒
勞
働
者
が
腫
迫 

に
對
U
て
無
力
た
る
の
證
に
あ
ら
中
し
て
、
，屢
々s

己 

と
大
差
な
き
雇
主
を
.

-

T:
.:不
和
益
'̂
る
取
弓
を
な
^
し 

む
る
を
得
る
力
あ
る
の
,
左
で
*
るy
少
く
ビ
\

第 

十
六
丨
モ
世
紀
の
農
業
：勞
働
者
を
以
て
經
&

製
迫
の 

辯
牲
者
な 

> ざ
見
る
ば
誤
り
で
あ
る
.，
彼
等
が
賃
鈒
« 

上
の
'手
®V

し
て
は
第
：|
:に
彼
等
は
：勞
働
を
賣
る」

を
拒
絕
じ
、
雇
主
.の
た
め
に
働
く」

J

.€
な
く
し

て
自
宅— 

に
於
て
.働 

< に
ょ
り
て
消
極
.的

抵

抗

を

な

す

”

」

定
が
出 

來
が
o
li
b
選
櫸
は
農
、
i

t:
於
け
る
小
規
模
の
生
產
d 

0
：
1

般
に
れ
は
れ
れ
る
常
時
に
於
て
は
可
能
で
あ
つ
た 

の
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
チ
ュ
丨
ド
ぞ
朝
時
代
の
人
ロ
稠

第
六
號
一
四
八

密
な
ら
ざ
る
英
國
に
て
は
耕
地
は
實
に
未
墾
不
毛
地
の 

:大
^
中
に
あ
.る
島
喚
.の
如
き
も
0
.で
あ
つ
れ
。
從
てS

 

己
の
勞
働
に
酬
ら
る
る
條
件
に
滿
足
せ
ざ
る
者
は
屢
 々

占
有
せ
ら
れ
ざ
る

土
地
に
到
つ
て
自
ら
働
き
獨
立
の
生 

」

活
を
な
す
こ
^
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
又
若
し
、
最
高 

賃
銀
制
定
が
廣
く
费
酷
な
る
も
の
ヾ」

見
做
さ
れ
し
な
ら 

ば
、

f
れ
.
に

反

對

し

て

、

恰

も

_
墻(

3
0
1
0
5
1
!
^

)

.に
反 

對

す

る.農

民
4C
ょ

づ

て

實

に

屢

々

'
な

さ

れ

た

る

如

く

" 

或
請
願
或
は
騷
攝
に
つ
い
て
確
亿
何
等
か
聞
く
所
が
な 

く
て
は
な
ら
な
い
。
此
種
の
何
物
も

農
業
勞
働
者
に
ょ 

つ
て
な
さ
れ
し
を
聞
か
ざ
る
こ

€
は
貨
銀
に
關
す
る
國 

家
の
干
涉
が
細
え
得
ざ
る
苦
®W

考
へ
ら
れ
ざ
り
し
も 

の
ビ
信
ず
る
に
足
る
有
カ
な
：る
譜
左
ど
な
る
で
あ

ら

然
る
に
織
物
エ
業
に
於
け
る
事
愦
^
到
つ
て
は
全
然 

#
異
る
も
の
が
あ
る
。

若
し
第
十
六
"
七
世
紀
に
於
て
右
に
述
ベ
た
る
が
如

き
主
^
し
て
鳥
業
に
於
け
る
勞
働
W

M
が
中
世
に
於
け

る
ビ
同
じ
ぐ
賃
銀
勞
麵
者
の
缺
乏
i
ぅ
生
じ
：た
る
も
の
■ 

:
ビ
す
れ
ぼ
"
織
物
諸H

業

に

於

け

る

勞

働

問

題

は

，全
く 

近
世
的
性
質
を
帶
び
、
多
*

H

Eが

雇

主

：に

ょ

り

て

な 

S
る
る
强
制
に
抵
抗
し
#
ざ
る
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

一
 

Statute 

of Artificers

を

織

：物

諸

業

に

於

け

：る

標

準

賃

| 

銀
の
維
持
に
用
ふ
る
は
時
々
、
政
府
並
に
ぬ
殳
判
事
# 

議
の
な
せ
る
所
に
し
て
其
一
般
的
效
果
は
エ
匠
の
虐
使 

せ

ら

る

：る

を

保

護

せ

.ん

.が
た
め
な
ギ
せ
想
像
せ
ら
れ 

.る
。
實
に
此
の
方
而
に
於
け
る
勞
働
潘
に
對
し
て
行
は 

れ
れ
る
政
策
は
該H

業

の

特

殊

の

狀

態

に

出

づ

，
る

も

の

| 

で
あ
る
。
.

：

毛
織
物
生
產
は
第
十
I六
世
紀
に
於
て
資
本
主 

*
的
利
益
の
最
も
廣
ぐ
行
は
れ
®
た
る
:x
業
部
門
で
あ| 

つ
た
0
當
時
の
同
工
業
ょ
り
見
て
派
生
的
な
る
北
部
例 

.令

'

Y
o
r
k
s
h
i
r
e

地
方
を
除
き
、
所
謂
主
な
る
C
l
o
t
h
s-
g 

: 

Counties:

ビ
斯
せ
ら

る

る
、
.

Norfolk, _.sufTOJk，
w
i
l
r

 

shire, 

Gloucestershire) Somersetshire, 

Devonshire

邻
十
七
卷(

九
七
一)

雜

0

チ
ュ
丨
^
ル
、
ス
チ
丄

に
於
て
は
、
同H

業
の
：商
業
的
、
工
業
的
方
面
を
分
離 

「

せ
し
め
、
其
大
部
分
を
し
て
資
本
主
義
的
形
態
に
到
ら 

し
め
た
。
實
際
的
作
業
者
は
最
早
« *
立
の
エ
E
た
る
f』 

W

 
な
く
、
全
然
、
大
機
業
家(

C
I
O
t
H
e
r

)

Q

M
ft
r
f{:
« 

る
こ
ど
、
な
つ
た
ぐ
斯
る
變
遯
0
最
も|

般
的
な
る
結 

果
が
所
謂Don^stic 

%

^
§

の

咙

立

な

る

こ

ど

次
 

'既
に
述
べ
？

所
で
ぁ
る
。
{

_

匿

&

H
 

旣
に
從
來
\£
て
も
織
物
T
I業
の
H

E
を
ば
他
の
工
匠 

W

は
異
り
た
る
取
扱
ひ
を
な
す
の
條
规
存
し
、
該
:n
業 

に
於
け
るH

匠
に
對
し
て
、
最
低
賃
鈒
率
を
決
定
す
る 

乙

ビ
に
就
て
國
家
は
旣
に
幾
多
の
經
-S
を
有
し
て
®
た 

の
で
ぁ
る
。
然
典
假
令
織
物
工
業
に
於
け
る
狀
態
は 

_他
の
逢
業
€
異
れ
る
、
特
殊
的
性
質
を
有
し
た
り
し 

に
も
せ
ょ
、T

a
w
n
e
y

敎

授

の

云

ふ

如

く

「

吾

人

：
^
賃 

銀
银
定
に
關
し
て
な
す
觀
察
は
明
に
該Statute 

of 

Artificers

が
制
足
せ
ら
れ
た
る
時
代
の
經
濟
に
於
て 

質

銀

勞

働

者

が

行

ふ

部

分

の

觀

察

に

賴

ら

ざ

る

ベ

，
か
ら

ァ
1
ト
雨
朝U
於
け
る

H

業

政

策

荬

铖

一

四

•九



笫*r

セ

怨

(

九
セ
ニ) 

'雜
.

錄

チ

丄
1
ド
5

ス
i

ア
|
ト
兩
朝

II

於
け
るH

梁

政

浪

笫

六

總

一

玉0

;.
?

?

S

7

:
 

I

.
 

p. 

3
0
9
〕
：

ミ

す

れ

ば

條

令

制

定

ざ

る

こ

^
に
原
因
す
る
所
あ
る
を
擧
げ
、
依
て
左
を
定

め
て
之
等
の
不
正
.を
禁
^'
る
€
共
に
、
併
せ
て
之
等
の

の
主
旨
よ
6
見
て
货
鈒
勞
働
の
缺
乏
せ
る
農
業
其
他
の 

.產
業
に
對
し
T
最
高
貨
鈒
を
定
ひ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
# 

銀
勞f

の
#
富
な
る
織
物
諸
エ
業
の
勞
働
者
|に
對
し
て 

最
低
質
鈒
の
決
定
を
行
ふ
を
こ
そ
、
該
條
令
の
»
跟
一
ド 

關
す
る
規
足
の
最
も
努
む
ベ
き
^
に
し
て
又
最
も
效
果 

あ
る
ベ
き

方

而

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然 

る
に
該
條
令
制
走
後
广
此
方
而
に
對
す
る
賃
銀
叫
题
は 

何
故
か
-
恐
ら
く
は
資
本
.虫
義
的
利
益
を
银
せ
ん
こvj 

を
憚
：り
：て
か
、
エ
ソ
i

:
ス
治
世
の
後
期
に
_

4
史
で 

政
府
の
注
竟
を
牵
く
に
到
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

卜i

五
九
三
年
に
於
て
飢
値
.に
±
.

る
不
況
.
の
;:
一
一
般
に
甚 

し
き
に
到
る
や
、
四
個
の
法
案
は
議
#:
に

提

出

せ

，
っ
一
れ 

た
？
之
等
の
法
案
.の

-
は
從
來
、
妓
エ
織
肢
等
が
機
屋 

■ぐ

」

^

^
せ
る
を
作
ら
^
し
て
不
;[
1
-
.
.
を
..な
す
.こ
..^
、
及 

こ
は
機
屋
よ
6
給
せ
も
る
賃
龈
其
他
の
給
典
充
分
な
ら 

ず
し
て
'、
，妨H

、
織
肢
等
が
ーJ

家
を
維
持
す
る
に
足
ら
、
.

H

K
の
た
め
に
充
分
な
る
賃
銀
を
與
へ
ん
が
た
め
に
各 

,
作
業
に
よ
る
詳
細
な
る
賃
銀
を
擧
示
し
該
賃
銀
よ
り
少 

j

額
を
支
拂
ふ
ベ
か
ら
す
、
又

從
來
該
賃
銀
よ
り
も
多
額 

一
な
り
し
も
の
は
其
®
繼

纖
す
べ
き
旨
が
提
議
せ
ら
れ
て 

|

e

<

v

,

{

^

H

^

o

s

T'
^
B
i
a
n
d
:
E
n

yQ
l
i
s
h 

W
o
o
p
o
3
^
0 

History 

p. 

33

9̂3
4
r

に
栽
條
せ
ら
る

る

所
の
同
文
* 

j

照)

批
他
の
提
案
は
賃
銀
の
決
足
額
に
つ
き
て
興
同
が 

あ

つ

た

rr
r
も

之

等

は

孰
ft
も
皆
遂
に
法

令
ビ
な
る
に 

\

卸
ら
さ
b
し
が
、
斯
る
提
案
の
存
せ
し
事
實
は
次
第
に 

\

:此

方

而に
注
意
を
帝
ぐ
：に
到
6
し
を
示
す
も
の
で
^;
っ 

，一
た
。
其

後

卞

牟を
經
た
る
一
六
〇
三
年
に
到
6
て
>
n 

A
c
t

 
e
n
p
o
l
n
g

 

Justices 

t
o 

p
x 

M

s-i
m
u
m

 

Rates 

of 

P
a
y
m
e
n
t
「

が
制
定
せ
ら
れ
た
。
•

同
法
令
に
於
て
⑴
從
來
疑
義
あ
り
た
る
、
農
業
以
外 

の
總
べ
て
の
勞
働
者 

> 
織
匠
、
紡H

及
凡
ゆ
る
H

E
に

對
し
て
霞
を
決
定
す
る
の
權
能
を
治
疆
事
£

ふ

.
得
f

し
も
の
な
れ
.ば
、
3

1
 

の

賃

 

に
於
5

決
f

ら
れ
f

賃
銀
I

低
額
た
る
べ

•t
ら
れ
f
s
乙

ヒ
を
久
る
，」

ビ

か
.出
來
る
の
で
め
る
0
.

こ
ご
。

':
^

「

若
し
機
綃
典
他
の
淤
が
《
鈒
の

.规
定
，
賃 

飯

1

決
_

に
從
ふ
を
祖
み
、

_

E
，
a
:c
、
;;
#
 

他

s

H

ク
女H

に
對
し
て
、
評
僧
、

.
1

せ
ら
れ
だ 

る
ど
向

■
以
上
？
^
龈
1
支
拂
は
ざ
る
に
於
て
は

」

ト
，
 

志
の
削
金
を
課
せ
ら
る
。

(3
)
機
.業
寒
に
し
て
、
同
時
に 

治
安
；

g

舉
の
職
に
ぁ
る
者
は
織
贬
紡
エ
、
其
他
の
織
吻 

M

S V

生
業
ど
す
る
渚
の
货
龈
決
足
に
參
與
す
ベ
か
ら 

す
ど
せ
ら
れ
た
。
此
规

i

疋
な
く
し
て
は
前

I -

一
者
は
極
め 

て
®
値
な
；̂

も
の
に
終
る
の
で
あ
る
。

：

::
遮
興
同
独
令
に
沄
へ
る
所
に
ょ
れ
ば
，

.一
5

ハ
コ
¥

: 

の
條
令
中
、
賃
龈
に
關
す
る
规
定
が
、緦
て
の
a
類
の
エ 

.1&
1:
適
川
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
6

や
、
或
は
農
黨
勞
働 

者
の
.み
に
®

州
せ
ら
れ
る
ベ
き
も
の
な
6
や
こ
®
て

、

從

來
幾
多
の
疑
義
の
亦
せ
し
が
た
め
に
充
分
に
®
行
し 

$

七
饴
‘

(

九
七
5

.
離

：.
報
n 

.
理
財
學
會
々
報

.

一(

.王
ビ
し
て 

VierteljahrschHft 

fCJ
r 

sozial 

u
n

 
丄 
I
w
i
r
t
s
c
h
a
k
s
g
e
s
c
h

o-hte 
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T
a
w
n
e
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一 2i
lcu
:
.
け 

b
o'
Q
l
i
.
s
h 

.
:
E
c
o
n
o
m
I
C

K

w*
け
。
1 

く 

で
.
,°
^
,*-
.

こ

I
-

據
る
。K

完)

ベ，：

:

'

:
':
:
'
: 

■ 

:

\ 

，

(

木

^
=
は

分
/.
^r

な

れ

ど

も

.
1.
先

稿

^
.
結

ぴ

ズ

餘

は

他

：
！
：

|:
.
^
る

^

\
ノ 

理
則
學
舍
々
報 

•

ベ
::
五

月

十

八

日

午

後

一

時

ょ

リ

大

尔

丨

ル

に

於

て

理

财 

學
#

»
季
大
會
を
.開

催

す

。
«
浈

者

氏

名

及

び«#
演
9 

槪

要

次

の
^

し
。
.

;
-:
:經
濟
的
獨
立
自
尊 

瀧
本
誠
一
氏

經
濟
的
見
地
ふ
り
籾
た
る
躅
立
自
#
の
必
要
な
る
所
以
^

剛
明 

す
由
^

政
策
な
る
も
の
に
近
世
に
於
る
一
般
社
窗
M
想
の
#
達

第

六

號

一

玉

一


